














































































































































1)性質規定 一般 一般 なし 大きな人

























性質を表す形容詞 性質を表す名詞 なし 白い色
2)きもち 一般 気持を表す名詞 なし いやな気持
















































































































































































































































































































































































































































































宮島 (1995)  本稿  村上（2017）
1)性質規定  （1）属性の持ち主 a  ①対象
2)間接的性質規定  （1）属性の持ち主 b-1 b-2  
5)きもち規定  （2）感情主体  ②経験者
3)対象についての規定  （3）感情の対象  ①対象
4)性質のあらわれ規定  （4）感情の表出物  ⑤表出物
6)内容規定 1)属性  （5）属性概念  
6)内容規定 2)きもち  （6）感情概念  
（7）事柄概念  ④内容
7)状況の具体化  （8）とき・状況  ③とき
 （9）相対補充概念  ⑥相対補充



























































































新しい 100 - - - - - - - - - 100
深い 100 - - - - - - - - - 100
重要な 99 - - - - - - - - 1 100
長い 98 - - - - - - - - 2 100
強い 91 - 4 - - - - 4 - 1 100
高い 87 2 7 - - - - 2 - 2 100
若い 85 - - - - - - 15 - - 100
早い 82 5 5 - - - - 4 1 3 100
大きい 75 1 17 - - - - 4 1 2 100






汚らわしい 20(100%) - - - - - - - - - 20
可愛い 98 - - - - - - - - 2 100
喧しい 46(94%) - 1(2%) - - - - 2(4%) - - 49
哀れな 93 - - - - 1 1 - - 5 100
面白い 90 - - - - - - - - 10 100
可哀想な 83 - - - - 1 1 - - 15 100
怖い 79 - - 1 - 3 4 3 1 10 100
気の毒な 74 - - - - - 3 1 1 21 100






懐かしい 89 - - - 3 - 8 - - - 100
楽しい 88 - - - 1 - 2 - - 9 100
苦しい 77 - 1 - - 3 6 6 - 7 100
好きな 68 - - 11 19 - - 1 - 1 100
悲しい 61 - 1 ‐ 1 9 11 7 - 10 100
恥ずかしい 61 - - - 1 2 18 - - 17 100
つらい 57 - 1 1 - - 13 9 3 12 100
嬉しい 54 - - 2 10 2 5 4 2 21 100
寂しい 50 - - 6 - 2 18 4 - 20 100
有難い 46 - - - 5 - 1 1 1 46 100
(1)＝属性の持ち主 (2)＝感情主体 (3)＝感情の対象 (4)＝感情の表出物 (5)＝属性概念





















　5.2 「(5) 属性概念タイプ、(6) 感情概念タイ



















表 5　(1)属性の持ち主の a, b-1, b-2 タイプの分布
新しい 重要な 深い 長い 強い 高い 早い 大きい 若い 小さい
a 100 99 82 94 76 49 69 49 85 57
b-1 - - 1 2 - 3 8 10 - 1
b-2 - - 17 2 15 35 5 16 - 6
合計 100 99 100 98 91 87 82 75 85 74
汚らわしい 可愛い 喧しい 哀れな 面白い 可哀想な 怖い 気の毒な おかしい
a 20 94 43 93 90 83 79 74 46
b-1 - - - - - - - - 21
b-2 - 4 3 - - - - - -
合計 20 98 46 93 90 83 79 74 67
懐かしい 楽しい 苦しい 好きな 悲しい 恥ずかしい つらい 嬉しい 寂しい 有難い
a 89 86 77 68 61 61 57 51 50 46
b-1 - 2 - - - - - 3 - -
b-2 - - - - - - - - - -






























































































































 2　国立国語研究所（1972）は、「私は自分の心に予期した感動が起こらないのが悲しかった。（野火  62）」「佐












の種類も、単語のあいだの関係の 1 つの形式だ」（p. 13）としている。
 8　宮島（1995）は、「A の～い（な）B」の形には、「袖の長い衣」（「袖の」は「長い」にかかる）と「衣の
長い袖（「衣の」は「袖」にかかる）の 2 種類があるとし、分類の条件としているのは Aが形容詞にかか
るほうの「袖の長い衣」タイプで、前の名詞が後ろの名詞の属性か部分である（pp. 12f）。
 9　分類に用いられる名称などの表記は一部揺れがある（たとえば「気もち規定」または「きもち規定」）が、
すべて原文通りにした。例の位置は、原文では「無邪気な笑い声」から「彼の若い時」まで 1マスずつ上
にずれていたため、原文の記述に従って入れなおした。
10　村上（2017）の 7分類の番号は筆者によるものである。
11　2.2.2 における村上（2017）の例は『現代日本語書き言葉均衡コーパス』によるものだが、紙幅の関係上、
適宜「形容詞＋被修飾名詞」の形や例文の一部で示すことにし、例文番号や出典は省略する。
12　「悲鳴」や「笑い」、「涙」などは経験者から「発せられるもの」としてとらえてよさそうだが、人間が本
来持っている「目」や「顔」は「発せられるもの」としてやや考えにくい。しかし村上（2017）に述べら
れているように、いずれも「人間の感情を映し出すものである」（p. 167）。この意味で、本稿は村上（2017）
のこの分類に賛同する。
13　感情形容詞節に感情主体の補語が共起するもの（後述）は（3）感情の対象に入れている。
14　「とても高い木」「一番楽しいイベント」「かなり面白い考え方」など、さらに副詞がつくものもあるが、
副詞がなくても修飾関係が大きく変わらないので、便宜的に「形容詞 1語による修飾」として考えておく。
15　「ため」は「その物事が原因、理由である」ことを示す形式名詞である。例（27）の「保水力が小さいため」
は「保水力が小さいという原因で」と解釈でき、「保水力が小さい」は「ため」の具体的な内容を示して
いる。
16　使用頻度が上位の属性形容詞として「多い」があるが、連体修飾をするときに「多くの国」「多くの家」
のように、「多くの～」という形を用いることが多く、「注文の多い料理店」のような「多い～」の形が少
ないので、考察対象から外した。
17　検索条件をこのように設定することによって、例えば「大きくない木」「楽しかった日々」「面白くなかっ
たテーマ」など、いわゆる形容詞の「否定形／過去形／過去否定形」による連体修飾の実例がヒットしな
いことになるが、各語の例を 100例のみ選ぶことにした本稿では、基本形の例のみを抽出した。ただ、一
部の形容詞の否定形は、基本形には表れにくい意味が出るようになる。例えば、「伸恵（声・生天目仁美）
はアナや茉莉ばかりかまい、それがおもしろくない美羽はついに泣きだしてしまう。（実著者不明 TVガ
イド 20版）」では、「面白くない」が「面白くないと思う」という意味になる。したがって、形容詞の形
態の違いによる意味の違いにも目を配る必要があるが、今後の課題としたい。
論文　　形容詞の種類と連体修飾のあり方について　　（張　舒鵬）
